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図― 地盤調査法基準類の整備

図― 地下水調査解析の人物史情報

図― 化学・環境関係の室内試験 ARM 案

図― FEM の ARM 案
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. は じ め に

昨年度に引き続き，第49回地盤工学研究発表会 2 日

目の午前，特別セッションとして首記報告が一般公開プ

ログラムの一つとして行われた。本委員会での当初の予

定は，2013年11月末にすべてのアカデミックロードマ

ップ（ARM）を学会ホームページ上で完全公開すると

いうものであったが，いくつかの小委員会での作業の進

捗が遅れたため，最終版に近い現状報告を主眼として再

度本セッションを設置したものである。

. 小委員会発表

セッションでは，8 小委員会からの現状報告とロード

マップの最終版あるいは作業の現状を発表し，広く意見

を求める形式で進められた。

第 1 小委員会（規格・基準）木幡行宏小委員長から

は，地盤調査法を中心に報告があり，図―に示す

ARM 案が提示されるとともに地盤工学会の基準を国際

基準にするとの方向性が示された。

第 2 小委員会（調査）からは，荒瀬義則委員からの

全体報告ののちに高坂信章委員から地下水調査について

の ARM 案及び人物史（図―）の発表があった。

第 3 小委員会（実験）からは，浅田素之委員から化

学・環境関係の室内試験（図―），安部哲生委員から

原位置試験・現場試験・実物大模型実験の ARM 案が示

された。

第 4 小委員会（数値解析）からは，渦岡良介小委員

長の全体説明の後に，Thirapong Pipatpongsa 委員から

有限要素法（FEM）（図―），前田健一委員から FEM

以外の解析法についての ARM について発表があった。

第 5 小委員会（設計・施工）からは，宮田喜壽小委

員長から全体及び各小項目の ARM（例として設計概念

と施工の ARM を図―に示す）とともに説明文につい
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図― 設計概念と施工 ARM 案

図― 土石流 ARM 案

図― 廃棄物処理の ARM 案
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特別セッション

地盤工学会誌，―/（/)

ての紹介もあった。

第 6 小委員会（維持管理）からは，後藤聡小委員長

から国の維持管理に関するロードマップが紹介されると

ともに，進捗が遅れている ARM 作成の方針が示された。

第 7 小委員会（地盤防災）からは，岡村未対小委員

長の全体説明の後に，笹原克夫委員からは土石流・河道

閉塞（図―），佐々木隆委員から河川堤防の説明があ

った。

第 8 小委員会（地盤環境），勝見武小委員長から，建

設発生土のリサイクルの過去と未来，廃棄物処理のロー

ドマップについて発表があった。廃棄物処理の ARM

（図―）については，国内と国外で必要となる技術を

分けて表示しているのが特徴的である。更に東日本大震

災における地盤環境課題について説明があった。

. 主な討議・発言

. JGS 基準の国際展開

第 1 小委員会（規格・基準），第 2 小委員会（試験）

の発表に対して，JGS の国際展開の方向性について，

JGS あるいは JIS をそのまま海外展開するか，CEN や

ISO への影響力を活用するかといった戦略論の検討と，

戦略を実行する人的資源・資金に関する議論があった。

. 試験の自動化・ロボット化

第 2，第 3 小委員会（実験）の発表に関連して，目覚

しい周辺技術の進展により室内試験，地盤調査の自動化，

遠隔操作によるロボット化の可能性が視野に入る時代と

なってきている。今後50年を展望する時，当然検討さ

れるべき課題であるとの発言に対して，実務では現行試

験法・調査法に準拠する姿勢が堅持されているのが現状

で，自動化・ロボット化を前提とした試験法・調査法制

定の議論が必要であるとの意見もあった。

. 解析の高度化と地盤情報の密度・精度

第 4 小委員会（数値解析）の FEM に関する発表で，

ムーアの法則に触れ，計算機性能は1970年代に比べ 1

兆倍以上の進歩が推定される。解析能力の進展速度に比

べ得られる地盤情報の密度・精度との更なる乖離が想定

される。従来型の改良型進歩ではなく，ブレイクスルー

が必要であるとの認識が共有された。

. 学術の高度化と，我が国の国土経営

第 7 小委員会（防災）の発表について，人口減少時

代を迎えている我が国の防災の姿勢について，スマート

シティ型の防災の考え方をはじめ，国作り全体を考えた

ロードマップが必要で，国民の意識の変化，生活に変化

をもたらすような未来構想が必要であるとの発言があり，

会場の支持を受けた。

. 原発事故と廃炉

福島第一原発の事故の対応及びそれに引き続く廃炉過

程における地盤工学上の課題は多い。今後数十年にわた

って技術開発の継続が想定される。その視点も ARM の

中に含めることを期待したいとの発言があった。

. お わ り に

貴重な意見を多数いただき有意義なセッションだった。

会場から発言があったように ARM の作業の進行に伴い，

小委員会間の相互関連の重要性，周辺技術との整合性の

重要性，ARM の書式統一の重要性が浮かび上がってき

た。今後，最終版に向けた作業を加速させたい。

更に今回再確認されたのは，対象とする国，地域によ

って技術レベルや社会の成熟度が異なるため，工学とし

ての課題も異なるということである。特に，防災に関す

る議論で顕著であった。ただし，本アカデミックロード

マップとしては，学術の進展を主題とし，それを踏まえ

て，所与の国，地域の社会情勢の下での工学的活用の方

向性が示せればよいのではないかと考えている。

本委員会活動は昨年度で終了しているものの，上記の

事項の確認作業を完了し，10月末に人物史も含めて最

終版の完全公開を実現させたい。

（原稿受理 2014.8.5)


